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要 旨 

平成 24 年 7 月末から刊行を開始した数値地図（国

土基本情報）は，国土の基本的な情報として，行政

区画・道路・鉄道・建物等の地図情報，居住地名等

の地名情報，標高等を 1 つにまとめた地理空間情報

である．この情報は，情報の更新に応じて日々内容

が新しくなる，新たな形態で刊行するものである． 

また，地理情報システム（GIS）などを用いて，

必要な情報を選択したり，他の情報と重ね合わせて

利用することが可能なものである．本稿では，数値

地図（国土基本情報）のデータ項目及び統合の際の

基本的な考え方について報告する． 

 

1. 電子国土基本図のあり方検討会 

1.1 設置の経緯 

電子国土基本図は，平成 21 年に定められた第 7

次の基本測量に関する長期計画に基づき整備するこ

ととされたデジタル形式の新たな地図である．電子

国土基本図は，地図情報，オルソ画像，地名情報の

3 種類の情報として整備されている．その活用方法

としては，国土の基本的な情報としての地形図の基

となる情報としての活用及び GIS 等のベースマップ

あるいは背景図としての活用に大別される． 

国土地理院では，この電子国土基本図がさらに利

用者に価値のある使いやすいものとなるよう，改善

すべき事項を検討・提言していただくため，外部の

有識者からなる「電子国土基本図のあり方検討会」

（以下，「検討会」という．）を平成 24 年 2 月に設置

した（図-1）． 

 

国の基本図として防災や施設管理への使用
比較的多数の人に見やすく便利な地図

経緯

紙地図のほかラスター出力図あるいはWeb出力図など、出
力図等で表現される場合における課題が明らかに

利用される施設管理者、一般ユーザ等の観点から使いやすい・
見やすい地図の表現・内容を改めて考えることが必要

1)今の時代にふさわしい読み方・使い方ができる電子国土
基本図のあり方
2)地形図の役割・あり方 等

外部の有識者による検討

目的

電子国土基本図（地図情報）について、多数の意見

 

図-1 電子国土基本図のあり方検討会設置の経緯と目的 

検討会は，これまで平成 24 年 2 月，3 月，6 月の

3 回開催され，平成 24 年 7 月には，それに先だって

国土地理院で実施した電子国土基本図の刊行に関す

るパブリックコメントの内容も勘案しつつ，中間提

言が取りまとめられている． 

 

1.2 電子国土基本図に対する利用者等からの意見 

電子国土基本図はその取得基準・表示基準を従来

の地形図から変更した部分がある．例えば，送電線，

記念碑，植生界，短距離の高架部分については，主

として維持管理が困難であることから取得されなく

なっている．それに対して，利用者から指摘や復活

の要望が示されている．また，提供方法についても，

利用者が自らのニーズに応じた使い方ができるため，

電子国土基本図のベクトルデータも利用価値が高く

提供すべきとする意見がある． 

 

1.3 電子国土基本図の改善に向けた方向性 

検討会の中間提言では，電子国土基本図が利用者

にとって価値ある使いやすいものとなるよう，電子

国土基本図のデータの取得，表現，提供，活用の観

点から今後の方策として以下の点が示されている． 

電子国土基本図において，従来の地形図では記載

されていたが，更新が困難等の理由から記載しなく

なった送電線等の情報についても，基本情報と重ね

合わせて利用されることで役に立つ情報，いわゆる

主題情報としての位置づけとしつつ，基本情報の付

属資料として利用可能とすることが適当であるとさ

れている． 

利用者が利用するデータを単一データセットから

選択でき，利用者が使いたい地理空間情報を容易に

選択できる環境を実現することが必要とされている．

このため，ベクトルデータの刊行に当たっては，標

高メッシュ情報や，基本情報の付属資料として位置

づけられる情報も含め，国土地理院が提供している

様々な情報をパッケージ化して提供することとされ

ている．また，デジタルアーカイブとして例えば毎

年 1 回，ある時点での最新のデータセットが残され

るといった仕組みが必要であるとされている． 
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2. 数値地図（国土基本情報）のデータ項目及び統合

の基本的考え方 

数値地図（国土基本情報）は，国土の基本的な現

況情報として全国を統一的に整備し，維持・更新す

るものである．このため，整備の際には，各地物の

座標は真位置とする．また，名称等の基本的な属性

データの他，縮尺に応じ分かりやすい表現とするた

めのデータも整備することとしている． 

さらに，ユーザーニーズに対応するため，国土地

理院保有データの活用等により，GIS 等で重ね合わ

せできるデータを付属資料として別途整備すること

としている．利用者が使いたい地理空間情報を容易

に選択できる環境を実現するため，ベクトル形式の

地図情報に加え様々な情報をパッケージ化して提供

することとしている．また，GIS 等における処理・

分析等で使いやすい形態で提供するため，JPGIS に

準拠した符号化（GML）形式のデータのほか，汎用

的な形式でも提供することとしている． 

 

2.1 データ項目 

国土地理院では，これまで基盤地図情報，数値地

図シリーズ（空間データ基盤，行政界・海岸線，地

名・公共施設）及び数値標高データ（5m，10m，50m 

メッシュ）を別個に刊行してきた．数値地図（国土

基本情報）では，これらの情報を統合し，さらに地

図表現に必要な各種のデータ項目を加え，多様な属

性情報も持たせている（図-2）． 

数値地図（国土基本情報）では，地図情報，地名

情報，メッシュ標高情報，付属資料の 4 種類の情報

を提供する（北方領土は地図情報，付属資料のみ）． 

 

 以下でそれぞれの情報について説明する．なお，

詳細は，本稿末の表-2 を参照されたい． 

 

2.1.1 地図情報 

地図情報は，電子国土基本図（地図情報）として

整備している国土の全域を覆うデジタル形式の情報

である．地図情報には，基盤地図情報及び基盤地図

情報に整合した真位置・高精度の地理空間情報が含

まれている．地図情報の位置精度は，都市域の基盤

地図情報項目では縮尺 2500 分の 1 相当以上，その他

の地域では縮尺 25000 分の 1相当以上となっており，

都市域では数値地図（国土基本情報）を用いた詳細

な地図の作成が可能である． 

地図情報の地物には，一意に各地物を識別するレ

コード ID，整備データ登録日，整備データ削除日が

つけられている．レコード ID の値は，電子国土基

本図（地図情報）全体で将来にわたってユニークな

文字列として定義されている．このため，部分的に

地図データを更新する差分更新を容易に行うことが

できる． 

また，電子国土基本図（地図情報）は，縮尺レベ

ル 25000 に限定することなく，より精度の高い縮尺

レベルを含んだ我が国全域を網羅するベクトル形式

の基盤になるため，地域・地物によって縮尺レベル

が異なる（2500～25000）．このため，各地物にはそ

の地物の地図的表現精度を示す属性が付与されてい

る． 

数値地図25000 
(地名・公共施設)

基盤地図情報(2500
レベル,25000レベル)付属資料

基本情報

電子国土基本図（地図情報）

電子国土基本図
（地名情報）

電子国土基本図（オルソ画像）】

メッシュ標高情報（10m ,5m）

メッシュ標高情報（50m ）

数値地図
（国土基本情報）

国土変遷
アーカイブ

（無償）
空中写真

基盤地図情報（無償）電子地形図２５０００（有償）

画像化
（カスタマイズ可）

閲覧

閲覧
電子国土

Web(無償)

数値地図50m メッシュ（標高）

数値地図25000
（空間データ基盤）

抽出

印画紙・画像
データ（有償）

電子国土Web（無償）
中小縮尺図
（ベクトル）地勢図・地方図

閲覧

画像化

メッシュ標高情報

地名情報

 

図-2 数値地図（国土基本情報）とこれまでの提供物との関係 
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地図情報には，注記，境界等，交通施設，建築物，

構造物，水部等，土地利用等，地形等，付属資料等

の 9 つのサブパッケージから構成されている（図-3）． 

 

 

図-3 電子国土基本図（地図情報）のサブパッケージ構成 

 

境界等サブパッケージには，行政区画のほか行政

区画界線も含まれている．行政区画は行政区画の範

囲をポリゴンとして表現した地図情報レベル 25000

の地物である．行政区画界線は，行政区画の境界線

であり，従来電子国土基本図（地図情報）の一部と

して整備されてきた地図情報レベル 25000 の地物と

基盤地図情報（縮尺レベル 2500）の一部として整備

されてきた地図情報レベル 2500 の地物が含まれて

いる．したがって，同一の境界線を表す行政区画界

線が複数存在する場合があり，利用にあたっては注

意が必要である． 

交通施設サブパッケージには，道路縁のほか道路

中心線クラスが含まれている．道路中心線クラスに

は，種別・幅員区分属性が付与されているため，例

えば中～小縮尺でデータを表示する際に，国道もし

くは幅員の広い道路のみを表示するといったことが

可能となる（図-4，図-5）． 

 

 
図-4 道路分類に基づき，高速自動車国道等（緑色），

国道（茶色）とそれ以外の道路（灰色）で表示を

変えた例 

 

 
図-5 幅員区分に基づき，道路の幅員により表示を変

えた例 

 

建物等サブパッケージには，建築物・建築物の外

周線のほか建物等記号クラスが含まれている．建物

等記号クラスは，電子国土基本図（地図情報）に表

示されている官公署，市役所，小学校，郵便局等の

記号の位置及び種別を属性として保持している．こ

のため，特定の種別の記号のみを表示することが可

能となる． 

 

2.1.2 メッシュ標高情報 

メッシュ標高情報には，基盤地図情報として提供

している 5m メッシュ標高・10m メッシュ標高に加

え，50m メッシュ標高のデータが含まれている．数

値地図 50m メッシュ（標高）は，2 万 5 千分 1 地形

図の等高線から計測・計算し求めた数値標高モデル

（DEM）であり，従来 CD-ROM で販売していた数

値地図 50m メッシュ（標高）と同一のデータである

（ただし，データフォーマットは従来販売していた

ものとは異なる）．10m メッシュ標高は，基盤地図

情報として提供している 10m メッシュ（標高）と同

一のデータである．5m メッシュ標高は，基盤地図

情報として提供している 5m メッシュ（数値地形）

及び 5m メッシュ（標高）と同一のデータであるが，

公共測量成果（DEM5K）は含まれていない． 

 

2.1.3 地名情報 

地名情報は，電子国土基本図（地名情報）として

整備している情報で，地域や場所の名称を表す身近

な情報であるとともに，地理空間情報を利活用する

上で位置を検索する鍵となる基本的な情報である． 

地名情報は，地名情報等パッケージから構成され

ており，地名情報等パッケージには居住地名，自然

地名，公共施設，信号交差点の 4 つのクラスが含ま

れている（図-6）． 
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図-6 地名情報のパッケージ構成 

 

居住地名クラスには，居住地の名称とその代表点

が含まれている．各地物には，居住地名の種別（大

字・町・丁目，字・通称のいずれか），行政コード，

都道府県，市区町村，名称及びそれらの読み，飛地

フラグ等の属性が含まれている． 

自然地名クラスには，自然地名とその代表点が含

まれている．各地物には，自然地名の種別（河川，

湖沼，滝，山，岩・洞窟，岬・崎・鼻，海岸・浜・

磯，島，湾・灘，海峡・水道のいずれか），行政コー

ド，都道府県，市区町村，名称及びそれらの読みの

ほか，別称がある場合は別称，その読み及びローマ

字での表記等の属性が含まれている（図-7）． 

 

 
図-7 自然地名の種別に基づき記号を色分けすると 

ともにその名称を表示した例（青線は海岸線） 

 

公共施設クラスには，公共施設建物の名称とその

代表点が含まれている．各地物には，公共施設の種

別（国の機関，地方の機関，保健所，警察，消防，

学校，病院，郵便局，指定公共機関，博物館のいず

れか），行政コード，施設名，住所等の属性が含まれ

ている． 

信号交差点クラスには，信号機が設置された交差

点の代表点が含まれている．各地物には，すべての

信号交差点のなかで，一意にこの信号交差点を識別

するための信号交差点コード，地点名等の属性が含

まれている． 

 

2.1.4 付属資料 

付属資料は，地図情報以外の項目で，目的に応じ

重ね合わせて活用可能な情報項目である．旧来の 2

万5千分1地形図の情報に基づいて作成しているが，

データの確認・更新がなされていないものがあるた

め，利用にあたっては注意が必要である． 

付属資料は，電子国土基本図（地図情報）のサブ

パッケージの 1 つとして定義されている．付属資料

等サブパッケージには，発電所等，電波塔，記念碑，

植生界（点），鉄道中心線，送電線，植生界（線），

樹木に囲まれた居住地が含まれている（図-8）．最初

の 4 つは点データ，次の 3 つは線データ，最後の 1

つは面データとしてそれぞれ定義されている． 

 

 
図-8 送電線，発電所等，記念碑（2 万 5 千分 1 地形図の 

   地図記号でそれぞれ表示），送電線（茶線で表示）

及び樹木に囲まれた居住地を表示した例（青線は海

岸線） 

 

このうち，鉄道中心線は，鉄道の中心付近で鉄道

の線形形状を代表する線として取得されている．類

似の情報として，交通施設サブパッケージには軌道

の中心線クラスが含まれている．このデータは，鉄

道線路の中心線を取得したものであるが，中小縮尺

では，特に単線以外の区間で全ての軌道を表示する

と表示が煩雑となる．このような場合には，鉄道中

心線クラスのデータを用いて鉄道の形状を表現する

ことが可能である． 

 

2.2 刊行単位等 

数値地図（国土基本情報）データは，2 万 5 千分 1

地形図の標準的な図郭と同じ 2 次メッシュを単位と

して整備されている（表-1）． 

刊行データの形式は JPGIS に準拠した符号化

（GML）形式もしくはシェープファイル形式から選

択することができる．シェープファイル形式のファ

イルは，ArcGIS や QGIS 等の地理情報システムで容

易に取り扱うことができる．シェープファイルの文

字コードは Shift_JIS である．GML 形式の地図情報

及び付属資料は，国土地理院が提供する電子国土基

本図（地図情報）ビューアで閲覧することができる．

閲覧時の図式は電子地形図 25000 に概ね準拠してい

るが，ベクトルデータのビューアであるという位置
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づけのため，地図表現としては簡易なものとなって

いる（図-9）．メッシュ標高情報は，基盤地図情報と

して提供しているものと同一のものであるため，基

盤地図情報閲覧コンバートソフトで閲覧や他のファ

イル形式でのエクスポートを行うことができる． 

刊行データの座標系は世界測地系であり，データ

は 2 次メッシュ単位に zip 形式で圧縮されている．

ただし，海部の多い 2 次メッシュ等，データ量の少

ない 2 次メッシュは，近接 2 次メッシュとまとめて

提供されている場合がある．また，ファイル名には

データ形式，2 次メッシュ名及び刊行日が含まれて

おり，必要な zip ファイルが容易に識別できるよう

になっている． 

 
表-1 数値地図（国土基本情報）の提供方法・仕様 

提供方法 （一財）日本地図センターからのダウ

ンロード販売・注文 

提供単位

及び価格 

 図郭単位：170 円 

 ＤＶＤ版（都道府県（北海道は２

振興局）単位）：7500 円 

データ形

式 

JPGIS に準拠した符号化（GML）形式

（文字コードは UTF-8）もしくはシェ

ープファイル形式（文字コードは Shift 

JIS） 

図郭単位 ２次メッシュ 

座標系 世界測地系に基づく緯度・経度 

 

 

 
図-9 電子国土基本図（地図情報）ビューアにより 

数値地図（国土基本情報）を表示した例 

 

Zip ファイルを解凍すると，2 次メッシュ名を冠し

たフォルダの直下に電子国土基本図（地図情報）の

データ，DKGNI サブフォルダの下に電子国土基本図

（地名情報）のデータ，DEM サブフォルダの下にメ

ッシュ標高のデータが格納されている（図-10）． 

 
￥－＋－mmmmmm－－DKG‐GML‐mmmmmm‐class‐yyyymmdd‐ssss.xml

｜ ｜ (地図情報)
｜ ｜ ・
｜ ｜
｜ ＋－DKGNI－－DKGNI‐GML‐mmmmmm‐class‐yyyymmdd‐ssss.xml
｜ ｜ (地名情報)
｜ ｜ ・
｜ ｜
｜ ＋－DEM－－－FG‐GML‐mmmm‐nn‐DEM10B‐yyyymmdd.xml    (メッシュ標高10m、メッシュ標高50mの場合）
｜ ｜ FG‐GML‐mmmm‐nn‐kk‐DEM5B‐yyyymmdd.xml (メッシュ標高5mの場合）
｜ ｜ (メッシュ標高情報)
｜ ｜ ・
｜
＋－jjjjjj－－－DKG‐GML‐jjjjjj‐class‐yyyymmdd‐ssss.xml （zipファイル内に複数の2次メッシュが納められている場合）

｜ ・
｜ ・
｜ ・

ここで、
mmmmmm,jjjjjj:2次メッシュ番号
class:収録されているクラスを表す文字列。詳細は各ダウンロードファイル仕様書を参照のこと
yyyymmdd:当該ファイルの作成年月日(西暦)
ssss:ファイルサイズが大きくなりすぎる場合に、ファイルを分割した際の通し番号
mmmm‐nn:2次メッシュ番号(メッシュ標高10m、メッシュ標高50mの場合）
mmmm‐nn‐kk:3次メッシュ番号(メッシュ標高5mの場合）  
図-10 数値地図（国土基本情報）のフォルダ構成 

 

数値地図（国土基本情報）は，一般財団法人日本

地図センターの運営するサイト（地図センターネッ

トショッピング）内の国土地理院の数値地図（オン

ライン）ページ（http://net.jmc.or.jp/digital_data_gsiol. 

html）から購入することができる．購入形態には，

オンライン販売（インターネットを利用したダウン

ロード販売）と DVD 版の購入の 2 つの形態がある．

ダウンロード販売では，zip ファイル 1 つ（2 次メッ

シュ 1 面分．ただし隣接メッシュが含まれている場

合がある．以下同じ）から購入が可能である．Zip

ファイル 1 つの値段は 170 円である．また，DVD 版

では，広域のデータを一度に購入したい利用者を想

定しており，都道府県（北海道は 2 振興局）単位で

の購入が可能である．DVD 版の価格は，1 枚あたり

7,500 円である（表-1）． 

 

3. まとめ 

国土の基本的な情報として，行政区画・道路・鉄

道・建物等の地図情報，居住地名等の地名情報，標

高等を１つにまとめた地理空間情報である数値地図

（国土基本情報）が，各種 GIS における背景地図や

位置を特定するための基準データとして，また，各

種の地図を作成する際の基礎となる地図として，各

分野で有効に活用されることを期待するものである． 
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表-2 数値地図（国土基本情報）のデータ項目一覧表 

 


